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9-10
2016
平成28年お西さん

● ● ●月忌参り月忌 お休みのお知らせ●●●

10月11日（火）～17日（月）［宗祖報恩講のため］

６月２９日（水）専如ご門主様が、函館別院にご巡拝になられました。

園児より花束贈呈

ご懇談

イカ踊り

御消息（ご親読）

園児より花束贈呈

ご懇談

イカ踊り

御消息（ご親読）
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横
関
　
正
信

退
任
の
ご
挨
拶

函
館
別
院 

　
副
輪
番
　 

吉
村
　
教
史

ご 

挨 

拶

　
謹
啓
　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
清
祥
に
て
益
々
お
念
仏
ご
相
続

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
度
八
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
本
願
寺
函
館
別
院
輪
番
並
び
に
本

願
寺
江
差
別
院
輪
番
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
十
二
月
よ
り
一
年
八
ヶ
月
と
い
う
在
任
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
間
各
ご
寺
院
ま
た
本
願
寺
函
館
別
院
並
び
に
本
願
寺
江
差
別

院
門
信
徒
の
皆
さ
ま
方
よ
り
公
私
に
亘
り
賜
わ
り
ま
し
た
ご
芳
情
に
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
在
任
中
は
、
函
館
・
江
差
両
別
院
の
法
要
行
事
等
を
通
じ
て
様
々
な
こ
と

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
大
変
か
け
が

え
の
な
い
宝
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
は
本
願
寺
江
差
別
院
の
親
鸞
聖
人
七
百
五

十
回
大
遠
忌
法
要
を
お
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
。
そ
し
て
本
年
六

月
二
十
八
日
に
は
本
願
寺
江
差
別
院
、
翌
二
十
九
日
に
は
本
願
寺
函
館
別
院

に
お
い
て
第
二
十
五
代
専
如
ご
門
主
ご
巡
拝
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
誠

に
有
難
く
尊
い
ご
縁
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
益
々
、
本
願
寺
函
館
別
院
本
堂
並
び
に
本
願
寺
江
差
別
院
本
堂
に
お

念
仏
の
声
が
響
き
わ
た
る
と
共
に
よ
り
一
層
お
念
仏
の
輪
が
広
ま
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
念
じ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　
合
　
掌

　
こ
の
た
び
、
八
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て
横
関
正
信
ご
輪

番
が
函
館
別
院
・
江
差
別
院
の
輪
番
職
を
退
任
な
さ
れ
ま
し

た
。
一
年
八
ヵ
月
に
亘
り
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
江
差
別
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
宗
祖
聖
人
七
百

五
十
回
大
遠
忌
法
要
を
お
勤
め
い
た
だ
き
、
ま
た
、
函
館
・

江
差
両
別
院
に
お
き
ま
し
て
も
第
二
十
五
代
専
如
御
門
主
様

を
お
迎
え
し
て
の
ご
巡
拝
の
ご
勝
縁
を
恙
な
く
お
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
偏
に
横
関
ご
輪
番
の
ご
教
導
の

お
陰
と
、
職
員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
横
関
ご
輪
番
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に
着
任

い
た
だ
く
ご
輪
番
が
決
ま
り
ま
す
ま
で
の
間
、
函
館
別
院
・

江
差
別
院
の
輪
番
職
務
取
扱
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
若
輩 

浅
学
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
懇
情
を
賜

り
、
微
力
な
が
ら
別
院
興
隆
の
た
め
懸
命
に
努
力
い
た
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
何
卒
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌



秋
季
彼
岸
会

︵
併
修
︶

平
成
28
年
度

■

読
経
受
付
時
間

■

本
院
彼
岸
会
︵
本
堂
に
て
︶

■
9
月
20
日（
火
）〜
22
日（
木
）

北
海
道
教
区 

胆
振
組

皇
恩
寺

　 

増
山
　
顕
佑
師

19
日
〜
21
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

22
日
…
…
…
…
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

23
日
〜
25
日
…
正
午
〜
午
後
5
時

20
日
〜
22
日
は
僧
侶
が
法
要
出
勤
の
為
、

午
後
1
時
よ
り
2
時
半
ま
で
読
経
受
付
は

お
休
み
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
法
要
に
ご
参
拝

く
だ
さ
い
。

19
日
〜
21
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
半

22
日
…
…
…
…
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
半

23
日
〜
25
日
…
正
午
〜
午
後
4
時
半

納
骨
堂

台
町
墓
地

彼
岸
会
講
師

3

・
晨
朝
…
午
前
6
時
30
分
よ
り

・
逮
夜
…
午
後
1
時
30
分
よ
り

■
9
月
19
日（
月
）・
法
要
…
午
後
2
時
よ
り

台
町
出
張
所
彼
岸
会

台
町
墓
地
総
永
代
経

●●

●●●

●

　
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
木
の
葉
も
色
め
く
秋
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
実
り
の
秋
と
も
言
わ
れ
、
つ
い
つ
い
食
事
も
す
す

ん
で
体
重
が
気
に
な
る
の
も
秋
で
し
ょ
う
か
。
日
本
は
世
界

の
中
で
も
、
春
夏
秋
冬
の
四
季
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
る

国
と
言
わ
れ
ま
す
。
以
前
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
日
本
を
出
た
時
は
冬
で
し
た
が
、
赤
道
直
下
の
国
で

も
あ
り
一
年
中
夏
の
気
候
だ
そ
う
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

人
は
春
、
秋
、
冬
を
知
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
中
国
の
戦
国
時
代
に
生
ま
れ
た
思
想
家
の
荘
子
は
「
蟪
蛄

（
け
い
こ
）
春
秋
を
知
ら
ず
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
蟪
蛄
と

は
蝉
の
こ
と
で
す
。
蝉
は
春
秋
を
知
ら
な
い
ゆ
え
に
、
夏
と

い
う
こ
と
も
知
ら
な
い
。
と
い
う
意
味
で
す
。
蝉
が
鳴
く
の

は
夏
、
と
い
う
こ
と
を
人
間
が
知
っ
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
仏
様
の
世
界
か
ら
み
れ
ば
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま

で
の
世
界
し
か
知
ら
な
い
人
間
も
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
短
い

時
間
を
精
一
杯
生
き
て
い
る
と
見
え
る
で
し
ょ
う
。
死
ん
で

か
ら
後
の
話
を
、
私
達
人
間
は
聞
か
ね
ば
知
る
よ
し
も
あ
り

ま
せ
ん
。
仏
様
の
お
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
お

参
り
下
さ
い
ま
せ
。

※
22
日（
木
）の
９
時
よ
り
午
後
１
時
ま
で
、納
骨
堂
で
団
子
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
（
仏
花
の
販
売
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）
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東
海
教
区
　
桑
名
組
　
聞
光
寺

 

　
住
職
　
大
竹
　
輝
道
師

江
差
別
院
報
恩
講

函
館
別
院
報
恩
講

※
朝・昼・晩
、婦
人
会
お
手
製
の
お
斎（
お
食
事
）が
ご
ざ

い
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ど
う
ぞ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

台
町
出
張
所
報
恩
講

10
月
13
日（
木
）午
前
10
時
30
分
よ
り

本
院
報
恩
講

10
月
13
日（
木
）

・逮
夜
…
…
…
… 

午
後
1
時
30
分
よ
り

10
月
14
日（
金
）〜
15
日（
土
）

・晨
朝
…
…
…
… 

午
前
6
時
30
分
よ
り

・逮
夜
…
…
…
… 

午
後
1
時
30
分
よ
り

・初
夜
…
…
…
… 

午
後
6
時
30
分
よ
り

10
月
16
日（
日
）

・晨
朝
…
…
…
… 
午
前
6
時
30
分
よ
り

・満
日
中
…
…
… 
午
前
10
時
よ
り

・慶
び
の
広
場
…
午
後
12
時
30
分
頃
よ
り

ご
講
師

11
月
12
日（
土
）〜
14
日（
月
）

 

平
成
28
年
宗
祖
親
鸞
聖
人

報

恩

講

常例布教ようこそ
函館別院へ

滋
賀
教
区
　大
津
組
　

　
長
泉
寺
　

　
釈
　
宣
寿
師

■
9
月
12
日（
月
）〜
16
日（
金
）

　
こ
の
度
は
、
函
館
の
皆
様
と
共
に
仏
様
の
み

教
え
を
い
た
だ
く
御
縁
を
結
ば
せ
て
も
ら
い
ま

し
て
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
私
は
、
滋
賀
県
の
大
津
市
に
住
ん
で
お
り
、

今
年
の
十
月
で
三
十
七
歳
に
な
り
ま
す
。

　
九
月
の
十
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
本
願
寺
函

館
別
院
に
お
い
て
お
取
り
次
ぎ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
仏
教
と
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
対
し
て
の
み

教
え
で
は
な
く
、
今
を
生
き
て
い
る
私
に
対
し

て
の
教
え
で
あ
り
ま
す
。
生
き
て
い
く
中
で
、

何
に
も
柱
を
も
た
ず
し
て
、
社
会
の
中
で
世
間

の
中
で
自
分
の
も
の
さ
し
で
物
事
を
は
か
り
、

あ
れ
が
良
い
、
こ
れ
が
悪
い
と
右
往
左
往
し
て

い
る
の
が
私
と
い
う
存
在
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
迷
い
の
衆
生
に
つ
い
て
や
お
念
仏
、

浄
土
に
つ
い
て
、
難
し
い
言
葉
を
で
き
る
だ
け

使
わ
ず
に
浄
土
真
宗
を
一
か
ら
紐
解
い
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
質
問
や
意
見
も
大
歓
迎

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
と
一
緒
に
御
法
座
を
つ

く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

布教使さん紹介

思い出写真集
・7月30日・境内にて

い
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
。

来
年
も
待
っ
て
ま
す
！

い
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
。

来
年
も
待
っ
て
ま
す
！

西別院の盆踊り西別院の盆踊り



団体参拝参加者募集
本願寺には、３月３１日（金）に参拝いたします。

日程　「３泊４日」
平成２９年３月３０日（木）～４月２日（日）

参拝先
京都・四国方面

募集人数
　　８０人

参加費　（税込）
１３９，０００円

お申込みを希望の方は、別院事務所までお立ち寄りください。
申込用紙をお渡しします。（お電話でも受け付けています。）

大谷本廟へご一緒に。
　今回の団体参拝では、宗祖親鸞聖人のご遺骨が
納められている大谷本廟にも参拝いたします。みなさ
まのご家庭のお仏壇、別院納骨堂にご安置されてお
られるご先祖のご遺骨を納骨しに行きませんか。行く
ことが困難な方につきましては、団体参拝に同行する
職員が、みなさまに代わって納骨してまいります。
その場合、無量寿堂納骨懇志（３万円）と、
専用の容器（Ｒ型：７００円）が必要となります。
ご不明な点は、別院までお問い合わせください。
℡.２３-０６４７

※納骨容器の寸法　
　直径６ｃｍ　高さ６ｃｍ

5

第２５代 専如ご門主伝灯奉告法要



9
・
10
月
予
定

教

化

団

体

予

定

【
仏
教
婦
人
会
】

【
仏
教
壮
年
会
】

◆
報
恩
講
奉
仕「
供
物
作
り
」※

予
定

　

10
月
上
旬

【
Ｙ
Ｂ
Ａ
は
こ
だ
て
】

【
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
】

【
仏
教
に
学
ぶ
会
】

【
覚
信
尼
会
】

6

◆
常
例
仏
婦
の
日

　

9
月
12
日（
月
） 午
後
１
時
半
よ
り

◆
お
彼
岸
奉
仕
活
動（
団
子
販
売
）

　

9
月
22
日（
木
）

 

　
　
午
前
９
時
よ
り
午
後
3
時
ま
で

◆
奉
仕
活
動（
お
み
が
き
）・
役
員
会

　

10
月
6
日（
木
）

 

午
前
9
時
よ
り 　

◆
報
恩
講
奉
仕

　

10
月
13
日（
木
）

 

〜 

16
日（
日
）  　

◆
例
会※

予
定

　

9
月　

◆
お
彼
岸
奉
仕

　

9
月
20
日（
火
）

 

〜 

22
日（
木
）

  

◆
報
恩
講
奉
仕

　

10
月
13
日（
木
）

 

〜 

16
日（
日
）

  

み
教
え
の
部

　

9
月
28
日（
水
）

 

午
後
4
時※

予
定

　

10
月
28
日（
金
）

  

午
後
4
時※

予
定

お
勤
め
の
部

　

9
月
18
日（
日
）

 

午
後
2
時
半※

予
定

　

10
月
18
日（
火
）

  

午
後
2
時
半※

予
定

◆
例
会

　

9
月
9
日（
金
）

 

午
後
6
時
半
よ
り　

◆
全
隊
活
動（
清
掃
奉
仕
）

　

9
月
4
日（
日
）

 
午
後
2
時
よ
り

◆
全
体
活
動（
登
山
）

　

9
月
25
日（
日
）

 

午
前
10
時
よ
り　

　

■
秋　

季　

彼　

岸　

会

9
月
20
日（
火
）〜
22
日（
木
） 

■
宗
祖
親
鸞
聖
人
報
恩
講 

10
月
13
日（
木
）〜
16
日（
日
）

　
全
会
、右
記
法
要
に
参
拝

　

西
部
地
区
が
バ
ル
街
で
賑
わ
う
中
、

西
別
院
に
お
き
ま
し
て
は
本
堂
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
、
堂
内
に
入
り
ま
す
と
静

寂
の
中
で
心
静
か
に
参
拝
で
き
る
空
間

を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
心
休

ま
る
ひ
と
時
を
西
別
院
で
過
ご
さ
れ
て

は
い
か
が
で
す
か
？

バ
ル
街
協
賛
イ
ベ
ン
ト

　
函
館
市
内
の
文
化
施
設
や
教
育
施
設
、民

間
施
設
な
ど
を
夜
間
開
放
し
、家
族
そ
ろ
っ

て
地
域
の
文
化
に
触
れ
る
催
し
と
し
て
毎
年

実
施
し
て
い
る「
は
こ
だ
て
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ

ト
」。西
別
院
も
会
場
に
な
り
ま
す
の
で
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。 西

別
院

9
月
21
日（
水
）

9
月
4
日（
日
）

は
こ
だ
て

カ
ル
チ
ャ
ー

ナ
イ
ト

初
秋
の

夜
の

・18
時
〜
21
時

・18
時
〜
20
時
半

・昔
の
遊
び
体
験

・ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

・雅
楽
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
詳
し
く
は
別
院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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■対　象→龍谷幼稚園児のみ
■担　当→幼稚園の先生　
■内　容→保育終了後 毎日／幼稚園振替日
　　　　　／夏・冬休み
■保育料→園までご連絡下さい。電話23－0274

■対　象→未就園児親子
■実施日→水曜日・金曜日
　　　　　１０：１５～１１：４５
  　　　　 （月・火・木は園内開放しています）
■内　容→親子登園です。遊んだり作ったり、歌ったり、
　　　　　みんなで仲良くお友達になりましょう。
■問合せ→園までご連絡下さい。電話23-0274

学校法人

8

お仕事をしてい
るお母さんや、用事で
しばらくみて欲しい人の
ために幼稚園の保育がす
んだ後、夜6時30分まで
お預かり致します。

預
か
り
保
育

ミッフィー
クラブ

☆8月1日 幼稚園の小さな畑に立派な大根が収穫を待っていました。☆
　この大根は、年長さんが春から畝作り・種まき・
肥料やり・そして毎日の草むしり・水やりをして育
てた、その名も「だいこんちゃん」夏休み中の収穫と
なりましたが保護者の方も集まって下さり、いよいよ
収穫！担任の先生から説明を聞いて、さぁ抜きます！
「よーいしょっ！」あれ？想像と違って簡単には抜け
ません。何度も何度も力を入れて引っ張ります。よう
やく抜けた大根を手に嬉しそうな子どもたち。他の
誰かが作ったものを収穫するだけでは、この喜びを
経験することは出来ません。一生懸命お世話をして
育てたから達成感や充実感が得られるのですね。
　大根が土の中で育つこと、葉っぱが長くてチクチ
クしていること、抜くのにも大きな力が必要なこと、
知らないことが沢山あったけど、育てて初めて知るこ
とが出来ました。こうして色々な体験を通して身も心
も健やかに育ってほしいと思います。さて来年は何が
収穫できるでしょうか？


